3・4年(上)　年間指導計画例　（配当70時間）
	月
	三

期
	二

期
	時間
	単元名・教材名
	指導のねらいと主な学習活動
	指導計画作成のポイント

	４

月
	
	
	1
	わくわく どきどき

社会科って 楽しいな
（P2～8）
	●社会科学習を開始するにあたり，問題解決的な学習の進め方や調べる方法，ノートの作り方などの概略をつかむことができるようにする。
	

	
	
	
	
	
	
	

	４

月

・

５月

・

６月
	
	
	26
	１　たんけん，発見，わたしたちのまち（P9～52）
	単元目標　自分たちのまちの地形，土地利用の様子や集落の分布，主な公共施設などの働き，交通の様子，古くから残る建造物などについて，見学・調査したり地図に表したりする活動を通して，人々の生活は自然環境や地域の様子と深い関係があることを理解できるようにする。〔指導要領内容(1)ア〕
	作成のポイント

　3・4年は，特に，子どもの興味・関心の広がりに配慮しながら，地域の実情に応じた事例を選択し，内容の順序を工夫して，地域の特色を生かした学習を展開するようにする。

	
	
	
	(15)
	１　わたしたちのまちって，どんなまち（P10～33）
	小単元目標　自分たちのまちの地形や土地利用の様子，集落の分布，商店や主な公共施設，鉄道や道路の様子,古くから残る建造物などを観察・調査したり地図に表したりして，場所によって特色があることに気づくようにする。〔指導要領内容(1)ア〕
	作成のポイント

　自分たちの生活の場であるまちを実際に歩き，観察したり調査したりすることにより，実際に自分の目で確かめることの大切さを感じ取れるようにする。さらに観察・調査した結果を，地図に表現したりする活動を通して，まちを面としてとらえ，空間的認識を広げられるようにする。

　また，体験したことや観察によって生まれた疑問をもとに学習問題を明らかにし，予想を立てて追究し，そこから考えたことを伝え合う活動を通して，社会科学習の基礎的な方法を身に付けさせたい。なお，本単元は，3・4年の地域学習を進めるうえでの基礎・基本となるので，調べた資料や作成した地図などは，この２年間を通して活用するようにしたい。

	
	
	
	
	
	
	

	
	一

学

期


	前期


	
	 EQ \O(　,●)導入（P10～11）
	●自分たちが住むまちの航空写真を見ながら，まちの様子やまちに住む人々の様子などについて話し合い，自分がまちでしたいことや，まちのどんな所を詳しく知りたいのかを話し合う。
	

	
	
	
	
	学校のまわりには，どんな所があるのかな
	●自分たちのまちの中の好きな所や気になる所を紹介し合うことを通して，まちについての新たな発見をしたり，興味を深めたりすることにより，まちの様子をもっと知りたいという意欲をもつ。
	

	
	
	
	
	みんなが話していた場所は，どこにあるのかな
	●屋上からまちを眺め，興味をもった場所の位置を確かめてまちの様子をつかみ，見学への意欲をもつ。また，その際に，四方位の必要に気づく。
	

	
	
	
	
	どんなまちたんけんにしたらいいのかな
	●生活科で行った所や，まちたんけんの方法や注意することなどを確認し，まちたんけんの計画を立てる。
	

	
	
	
	
	どこにどんなものがあるかな　どんな人がいるかな

 EQ \O(　,●)北コース EQ \O(　,●)東コース

 EQ \O(　,●)南・西コース
	●グループごとに計画に基づいて見学したり，インタビューしたりする。それぞれのやり方でまちたんけんで見つけてきたこと，不思議に思ったこと，気がついたこと，分かったことなどについて話し合い，まとめる。
	

	
	
	
	
	まちたんけんで，どんなことを見つけてきたのかな
	●グループごとに，まちたんけんで分かったことや考えたことを白地図にまとめたものを基に発表し合う。
	作成のポイント

　グループごとに調べたことを分かりやすくまとめ，発表し合う時間を設定しておく。その際，発見したことや分かったことを発表するだけでなく，不思議に思ったことなど，次の学習につながる視点も出るよう支援する。

	
	
	
	
	みんなが発見してきたことを，どうすれば１まいの絵地図にできるかな。
	●絵地図作りの手順を理解し，自分たちのまちの絵地図を作る。
	

	
	
	
	
	絵地図からまちのふしぎが見えてくるよ
	●できあがった絵地図を見て，自分たちのまちの自然環境，主な公共施設，鉄道や道路の様子，古くから残る建造物，店や集落の分布などの特色に気づき，さらに調べたいことを話し合う。作った絵地図から，分かったことや気づいたこと，不思議に思ったことを話し合う。
	

	
	
	
	
	
	●自分たちの作った絵地図と見比べることから，地図記号を活用した地図の分かりやすさに気づくとともに,主な地図記号の意味を理解する。
	

	
	一

学

期
	前

期
	
	駅のまわりは，どうなっているのかな
	●絵地図作りの活動から生まれた疑問である，駅のまわりの様子について調べる。
	作成のポイント

　駅周辺の施設やバスの時刻表などから，人の動きを推測できるようにしたい。

	
	
	
	
	
	●駅を利用している人や駅のまわりのお店の人に話を聞いたり，駅のバス停の時刻表を調べたりして分かったことをまとめる。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●地図記号について理解を深め，新しい地図記号を考える。
	

	６

月
	
	
	(5)
	２　わたしたちのまちのまわりは，どんなまち

（P34～41）
	小単元目標　自分たちのまちに隣接するまちの地形や土地利用の様子，集落の分布，商店や主な公共施設，鉄道や道路の様子，古くから残る建造物などを具体的に観察・調査したり地図に表したりして，場所によって特色があることに気づくようにする。
	作成のポイント

　まちたんけんを通して生まれた子どもたちの探究心をとらえ，内容的，地理的に広がりをもった調べ活動を行う。まちの交通や公共施設，自然の様子などの視点から他地域とのかかわりを調べることで，それぞれ

	
	
	
	
	
	〔指導要領内容(1)ア〕
	の興味・関心を次単元以降につなげられるように，子どもの疑問や発言を大切にしたい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P34～35）
	●自分たちのまちと，まちに隣接する地域の電車やバスの路線図を見て，調べる計画を立てる。
	

	
	
	
	
	わたしたちのまちの先には，何があるのかな

 EQ \O(　,●)北の方の様子 EQ \O(　,●)南の方の様子 EQ \O(　,●)東の方の様子 EQ \O(　,●)西の方の様子
	●自分たちのまちに隣接する地域を4つに分け，地図や本を調べたり，自分の体験に照らし合わせたりして，それぞれの地域の様子を調べる。
	

	
	
	
	
	自分の調べたことを，家の人に教えてあげたいな
	●家の人に教えるために，調べたことをガイドマップにまとめる。
	作成のポイント

　自分たちが五感を使って，体験したり調べたりしたことを中心にまとめるようにする。

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●自分のまちから目的地までの行き方を調べる。
	

	７

月
	
	
	(6)
	３　調べよう　わたしたちの市のこと（P42～51）
	小単元目標　自分たちの住んでいる市の地形や土地利用の様子，集落の分布，商店や主な公共施設，鉄道や道路の様子,古くから残る建造物などを具体的に観察・調査したり地図に表したりして，場所によって特色があることに気づくようにする。
〔指導要領内容(1)ア〕
	作成のポイント

　自分たちのまちから隣接する地域，さらに市まで探究の範囲を広げる。

　ここで，市の範囲や広がりをとらえることで，「地域の生産や販売」「健康な生活や良好な生活環境及び安全を守るための諸活動」を学習する際,他地域との結びつきや協力の様子を理解するための基礎となるようにしたい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P42～43）
	●自分たちの市の航空写真や地図を見ながら，市のどんな所を調べたいのかを話し合う。
	

	
	
	
	
	わたしたちの市で，ガイドマップにのせたいのはどんな所かな
	●市のガイドマップを作るために，３つの地域を調べる。
	作成のポイント

　市の特色がとらえやすい地域をリストアップし，子どもたちの調査活動の可能性や興味，関心などを配慮しながら，３～５ヶ所程度の地域にしぼり込むようにする。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)港調さ隊
	●市の中心地で象徴的な場所でもある港周辺の様子を調べ，港を中心に発展してきた市の特色をつかむ。
	

	
	一

学

期
	
	
	 EQ \O(　,●)新横浜調さ隊
	●東海道新幹線が停車する駅があり，サッカーのワールドカップの決勝戦が行われた国際的なスタジアムがあるという特色をつかむ。
	

	
	
	前
	
	 EQ \O(　,●)ニュータウン調さ隊
	●40年以上前にニュータウンの計画が立てられ，緑を生かしながら環境に配慮した開発を進めている地域であることを理解する。
	

	
	
	期
	
	土地は，どのように使われているのかな
	●地図や表から，横浜市の土地の様子や土地利用，住む人や働く人の数を読み取り，市の特徴をつかむ。
	

	
	
	
	
	横浜市のことを，ガイドマップを使ってしょうかいしたいな
	●調べてきたことをもとに，市のガイドマップを作って，紹介する。
	作成のポイント

　ガイドマップはこれまで調べた地域や,行ったことのある地域を中心に作成す

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●自分たちのまちや市について，調べたり行ったりして分かったことをまとめる。
	るが，その過程で，行ったことがない場所にも関心が向くようにしたい。

	
	
	
	
	
	●自分たちのまちや市で自慢したい場所を紹介する。
	

	
	
	
	※
	学びのひろば　ほ助犬って，知ってる？（P52）
	●補助犬の存在，活動を知り，理解を深める。
	

	９

月

・

10

月
	二

学

期
	
	26
	２　見つけたよ，まちの人たちの仕事（P53～96）
	単元目標　地域の人々の販売や生産の仕事の工夫や特色を調べ，それらが自分たちの生活を支えていることに気づくことができるようにする。また，販売活動や生産活動を通して，自分たちの地域が広く国内外の他地域とかかわりがあることに気づくようにする。
〔指導要領内容(2)ア，イ〕
	学習指導要領のポイント
　学習指導要領では，「販売」については商店を，「生産」については農家，工場などの事例から選択して取り上げることになっている。本教科書では，「販売」でスーパーマーケットを，「生産」で乳牛を育てている農家と,この農家の牛乳

	
	
	
	(14)
	１　見つけよう　わたしたちのまちのお店

（P54～75）
	小単元目標　家での買い物の仕方を調べ合う中で，みんなのよく行く店の一つであるスーパーマーケットに関心をもち，人が集まる理由
	を使ってアイスクリームを作っている工場の2例を取り上げた。しかし,2例とも学習しなければならないというわけではなく，地域や

	
	
	
	
	
	を予想して追究し，そこで働く人の工夫や，他地域とのかかわりについて考える。さらに，消費者も品質や価格などを考慮して購入していることを理解できるようにする。一方，商店街の小売店にも注目させ，店のさまざまな形態やその特長に気づくようにする。〔指導要領内容(2)ア，イ〕
	学校，子どもの実態に応じて弾力的な教材の取り扱いを工夫したい。

作成のポイント

　本単元では，子どもたちの疑問を軸に，見学，調査，体験活動などを取り入れ，まちの人々と実感的にかかわり，調べたことを自ら表現していけるようにしたい。調べ活動や話し合い活動を通して，仕事をする人々の工夫や，他地域とのつながりに気づき，地域の人々の販売活動や生産活動の様子には特色があること，自分たちの生活とも深いかかわりがあることを理解できるようにしたい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P54～55）
	●自分の家での買い物の仕方について「買い物日記」をつけて調べ，買い物の仕方について興味をもつ。
	

	
	
	
	
	よく行くお店はどこかな
	●買い物に行った店の地図と買い物をした回数の資料を作り，発見したことを話し合う。
	

	
	
	
	
	
	●みんながスーパーマーケットによく行くわけを予想し，同じ予想の人たちが集まってグループをつくり，スーパーマーケットの見学の計画を立てる。
	

	
	
	
	
	予想をたしかめるためには，どんなことを調べればいいのかな
	●自分たちの立てた予想を確かめるために，スーパーマーケットへ見学に行く。
	

	
	二

学

期


	前

期
	
	
	●スーパーマーケットの見取り図を持っていき，気づいたことや，おやっと思ったことを書き込むようにする。
	

	
	
	
	
	グループで，どんなことを見つけたのかな
	●事前に立てた予想を検証しつつ，見学の視点や方法に沿って見学する。
	作成のポイント

　グループごとに調べたことを分かりやすくまとめ，発表し合う時間を設定しておく。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)品物いろいろグループ
	●品物の種類，米の産地と銘柄，品物の配置，販売方法について調べてきたことや気づいたことを発表する。
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)便利さグループ
	●スーパーマーケットの立地，品ぞろえについて調べたことや気づいたことを発表する。
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)品しつグループ
	●売り場の人にインタビューして安全で安心な商品をそろえていることを知り，買い物をしている人にもインタビューして分かったことを発表する。
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)サービスグループ
	●お客さんのことを考えたさまざまなサービスについて分かったことを発表する。
	

	
	
	
	
	
	●ネットスーパーについて興味をもつ。
	

	
	
	後

期
	
	スーパーマーケットによく行くいちばんの理由は何かな
	●調べて分かったことを見取り図にまとめる。
	作成のポイント

　分かったことや気づいたことに加え，疑問に思ったことやさらに調べてみたいと思ったことを話し合うこ

	
	
	
	
	
	●お客さんへのアンケートを読み取る。
	

	
	
	
	
	
	●今までの活動から予想を検証し，分かったことをノートにまとめる。
	とにより，次時以降の学習につながるようにする。

	
	
	
	
	
	●さらに追究したいことについて話し合う。
	

	
	
	
	
	スーパーマーケットで働く人のことを，もっと知りたいな
	●発表を通じて生まれた疑問や思ったことを出し合い，調べる計画をみんなで話し合って立てる。
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)どんな仕事があるのかな。
	●店の人にインタビューするなどして，スーパーマーケットでは多くの人がさまざまな仕事をしていることに気づく。
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)お客さんやお店で働いている人は，どこから来るのかな。
	●店の人やお客さんがどのような地域から来ているかを調べてまとめ，他地域からも来ていることに気づく。
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)品物は，どこから来るのかな
	●スーパーの品物の生産地を調べ，絵地図にまとめることを通して，品物は他の地域や外国からも来ていることに気づく。
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)「ネットスーパー」って，どんなサービスなのかな。
	●「ネットスーパー」のシステムについて調べ，お客さんのことを考えた新しいサービスの一つであることに気づく。
	

	
	二

学

期
	後

期
	
	ほかのお店には，どんな人気のひみつがあるのかな
	●スーパー以外に利用している商店街のお店や,手作りのものを売るお店などについて調べ，消費者がそれぞれの店の特色を考えて利用していることを理解する。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●自分が見つけたおすすめのお店を絵や見取り図を使って紹介する。
	

	10

月

・

11

月

・

12

月
	
	
	(12)
	２　考えよう　ものを育てたり，作ったりしている人たちの思い（P76～95）
	小単元目標　まちたんけんで発見した牧場で乳牛を育てている人たちと，牧場の牛乳を使ってアイスクリームを作っている人たちが工夫している点や，原料の入手先，販売の方法などについて調べ，その仕事の特色や他地域とのかかわりを理解できるようにする。
〔指導要領内容(2)ア，イ〕
	作成のポイント

　「生産」では，乳牛を育てている農家と,この農家の牛乳を使ってアイスクリームを作っている工場の2例を取り上げた。この2例は，まちたんけんを媒介として有機的に関連を図ることが可能な教材であるが,地域や学校，子どもの実態に応じて，弾力的に扱ってよい。

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P76～77）
	●それぞれの写真を見て，これらがどうつながっているのかを話し合う。
	

	
	
	
	
	まわりに家がたくさんある所にぼく場があるなんて，ふしぎだな
	●まちたんけんで見つけた牧場について調べる。
	

	
	
	
	
	
	●牧場へ見学に行って調べてくることをみんなで話し合い，まわりに家がたくさんある所になぜ牧場があるのか予想を立てる。
	

	
	
	
	
	どうやって，牛を育てているのかな
	●牧場の小野さんが牛を世話している様子を見学して，小野さんに話を聞き，住宅街の中で牛を育てる苦労，工夫に気づく。
	

	
	
	
	
	
	●牧場でしぼった牛乳を使って作るアイスクリーム工場が近くにあることを知る。
	

	
	
	
	
	ぼく場を見学して，どんなことが分かったかな
	●ぼく場を見学して，分かったことをノートにまとめる。
	

	
	
	
	
	
	●小野さんの牧場と手作りアイスの工場，堆肥を使っている農家，自分たちがいつも食べている学校給食，外国の農家などが，いろいろなところでつながっていることに気づく。
	

	
	
	
	
	ぼく場のたいひは，どこで，どのように使われているのかな
	●牧場で作った堆肥を使って，野菜や果物を作っている農家の人の作業の様子を見たり，お話を聞いたりして，苦労されていることや，どんな思いで農業をしているかを考える。
	

	
	
	
	
	まわりにお店がないのに，どうして，わざわざお客さんが来るのかな
	●手作りアイスの店の外観の写真とお客さんの人数の資料から，なぜ住宅街の中にあるお店なのに，わざわざお客さんが来るのか予想を立てる。
	

	
	
	
	
	
	●予想を検証するために，手作りアイスの工場の見学へ行くための計画を立てる。
	

	
	二

学

期
	後

期


	
	どんなアイスクリームがあるのかな
	●手作りアイスの店の立地，アイスクリームの種類，値段と店長さんの話，お客さんへのアンケートから手作りアイスの店の特徴をつかむ。
	

	
	
	
	
	アイスクリームは，どうやって作られるのかな
	●アイスクリームの製造工程を見学したり，作っている人に話を聞いたりして，作る際に注意していることや工夫していることをとらえる。
	

	
	
	
	
	どんな材料を使っているのかな　どうやって売っているのかな
	●アイスクリームの材料が，どこから来ているか調べる。また,アイスクリームの販売方法，販売先について理解する。
	

	
	
	
	
	どうして，もっと作る場所をふやさないのかな
	●店長さんの話を聞き，アイスクリームを作る人の思いについて考える。
	

	
	
	
	
	
	●冬でもおいしく食べられるアイスクリームを考える。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●見学でお世話になった人たちに,感謝の気持ちや調べて分かったこと，学習後の思いなどを記したカードを作って送る。
	

	
	
	
	※
	学びのひろば　わたしたちのまちのものづくり～横浜スカーフ～（P96）
	●地域に伝わるものづくりである「横浜スカーフ」について興味をもつ。
	

	１月

・２

月
	三

学

期
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	３　昔って　おもしろい

（P97～122）
	単元目標　古くから残る暮らしにかかわる道具や，それらが使われていたころの暮らしの様子を調べることで，人々の暮らしが変化して
	作成のポイント

　まちたんけんなどをきっかけに興味をもった，古くから残る暮らしにかかわる道具の様子や使い方を，地

	
	
	
	
	
	きたことや，それぞれの時代の人々の知恵について考えられるようにする。また，地域の人々が受け継いできた文化財や年中行事に関心をもち，調べることで，地域の発展やまとまりを求める人々の
	域の博物館や郷土資料館を見学したり，実際に使ってみたりして調べ，それらを使っていたころの人々の暮らしの様子や工夫について具体的に考えさせたい。身
近な人々の子どものころの暮らしの様子と自分たちの暮らしの様子を比べ，年表にまとめるなどの作業を通して，人々の生活が変わってきたことを理解させたい。

学習指導要領のポイント

　学習指導要領内容(5)イは「地域の人々が受け継いできた文化財や年中行事」に改められた。ここでは，文化財の内容や年中行事のいわれ，それらを保存し継承するための地域の人々の取り組みなどを具体的に調べ，自分たちも地域の伝統や文化を受け継いでいく一員なのだということに気づかせたい。

	
	
	
	
	
	願いに気づき，地域への愛情を深めるようにする。
〔指導要領内容(5)ア，イ〕
	

	
	
	
	(12)
	１　みんなでさがそう，

昔のくらし（P98～115）
	小単元目標　古くから残る暮らしにかかわる道具を調べ，それぞれの時代の人々の暮らしの様子を理解し，人々の暮らしが変わってきたことや，いつの時代にも人々の知恵や工夫,努力があったことを考えることができるようにする。
〔指導要領内容(5)ア〕
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P98～99）
	●まちたんけんで行った公園にある古民家の写真を見て，自分たちが現在住んでいる家と比較することによって，昔の暮らしについて知りたいという意欲をもつ。
	

	
	三

学

期
	後

期
	
	昔と今の家は，どんなところがちがうのかな
	●古民家を見学し，案内の方の話を聞いたり，道具を使ったりして，昔の暮らしの様子について興味をもつ。
	

	
	
	
	
	
	●昔の家や道具，暮らしの様子について，それぞれが興味のあることを挙げて話し合い，昔について調べる計画を立てる。
	

	
	
	
	
	ご飯は，どんなふうにたいていたのかな
	●地域の人に教えていただきながら昔のご飯たきを体験し，人々が工夫をしながら生活していたことに気づくとともに，昔の暮らしについての関心を深める。
	

	
	
	
	
	せんたくは，どのようにしていたのかな
	●地域の人に教えていただきながら昔の洗濯を体験し，人々が工夫をしながら生活していたことに気づくとともに，昔の暮らしについての関心を深める。
	

	
	
	
	
	昔のくらしは，どんな様子だったのかな
	●公園の古民家を案内してくれた方に昔の暮らしの様子を聞き，子どもと大人がどんな一日を過ごしていたか，子どもがどんなお手伝いをしていたのか調べる。
	

	
	
	
	
	おじいさんやおばあさんに，子どものころの話を聞きたいな
	●地域のおじいさんやおばあさんに戦争のころの子どもたちの暮らしの様子について話を聞いて，自分たちの今の暮らしと比べる。
	

	
	
	
	
	年表にすると，昔と今のくらしのちがいが見えてくるよ
	●これまでに聞いたこと，調べたこと，体験したことなどをもとに，分かりやすい示し方を考えて，道具や暮らしの変化を年表にまとめ，分かったことやさらに調べたいことを整理する。
	

	
	
	
	
	
	●自分たちの暮らしを振り返り，これからの暮らしがどう変わっていくかを考える。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●昔の暮らしについて調べたことを新聞にしてまとめる。
	

	３

月
	
	
	(5)
	２　おはやしって，何だろう（P116～121）
	小単元目標　地域の人々が受け継いできた行事について調べたり，実際に参加したりして，それらを伝えてきた人々の願いに気づくことができるようにする。
〔指導要領内容(5)イ〕
	

	
	
	
	
	 EQ \O(　,●)導入（P116～117）
	●自分たちの身近にある行事（おはやし）についてビデオを見て，「おはやし」への興味をもち，体験したいという意欲をもつ。
	

	
	三

学

期
	後

期
	
	
	●「おはやし」について，知りたいことをまとめる。
	

	
	
	
	
	おはやしが伝えてきたことは何かな
	●保存会の人たちの練習を見学し，話を聞いて，「おはやし」への理解を深める。
	

	
	
	
	
	
	●時代が変わっても変わることなく，「おはやし」を受け継いできた保存会の人たちの思いに気づく。
	

	
	
	
	
	わたしたちにもできるかな
	●実際に自分たちも挑戦して，「おはやし」の難しさに気づき，「おはやし」や保存会の人たちの活動への興味を深める。
	

	
	
	
	
	ひろげる　ふかめる
	●自分たちのまちと同様に，市内のほかの地域にも人々が大切にしてきた行事があることを調べ，まとめる。
	

	
	
	
	※
	学びのひろば　開港150年をむかえた横浜市

（P122）
	●年表を作るなどして，自分の市の歴史を知る。
	

	
	
	
	
	もっとひろげる
	
	

	
	
	
	※
	地図記号で遊ぼう！
	
	

	
	
	
	※
	方位で遊ぼう！
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